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研究成果の概要（和文）：ブルーノ・ムナーリ(1907-1998)は、第二次世界大戦後において最も有名なイタリアの芸術
家・デザイナーの一人である。本研究は、1945年までの時期におけるムナーリの創作活動について、とりわけミラノの
環境に注目することを通じ、この芸術家の活動拠点であるとともに近代イタリアの商業と出版の中心であったこの都市
が、世界大戦後における彼の飛躍の基盤をいかに準備していったかについて検討している。

研究成果の概要（英文）：Bruno Munari (1907-1998) is one of the most well-known italian artists-designers 
after the Second World War. This reserch explores Munari's creative activity until 1945, focusing an 
environment of Milano as the artist's background and the comercial and publishing center of modern Italy, 
where prepared a dramatically his rise after the World War.

研究分野：西洋美術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
  
ブルーノ・ムナーリ（1907‐1998）は、抽
象美術、プロダクト・デザイン、絵本といっ
た分野において幅広く活躍し、第二次世界大
戦後において世界的知名度を得たイタリア
の芸術家の一人である。日本でも 1960 年代
から、先端的な芸術家、批評家、デザイナー
の間で高い評価を得るようになり、その名声
は 1985 年に東京都「こどもの城」で行われ
た回顧展で決定的なものになった。2007 年に
は、生誕 100 周年記念展が板橋区立美術館な
どで開かれ、その前後から彼の理論的著作の
数々も翻訳され続けているなど、前世紀の代
表的芸術家／デザイナーとしてのムナーリ
への関心はますます盛んである。 
しかし、第二次世界大戦後のムナーリの豊
かな活動へのこうした注目にもかかわらず、
彼の創造を何が培っていたのかという分析
はなされておらず、若き日の彼が自身の芸術
をどう形成していったかについての考察も
また、あいまいな推測の域にとどまってきた。
ムナーリ自身が「天才的な芸術家」という概
念に否定的だったことが伝えられているに
も関わらず、彼についての歴史的位置づけを
欠いた考察がともすれば「天才としてのムナ
ーリ」像を再生産し続けるだけにとどまって
いるという現状は、日本ばかりの問題ではな
い。デザイン史家アレッサンドロ・コリッツ
ィの博士論文『ブルーノ・ムナーリと近代的
グラフィック・デザインの創造：1928‐1945
年』（ライデン大学、2011 年）や、ロンドン
で行われた『未来派としての過去』展（エス
トリック・コレクション、2012 年）といった
少数の例外を除けば、美術市場の人物として
ムナーリの再検討という仕事は、欧米におい
てもまだ始まって間もない状況であった。 
 
２．研究の目的 
  
本研究では、未来派芸術運動の一員に加わ
ることでムナーリの芸術上のキャリアが開
始されたと目される 1927 年から、第二次世
界大戦の終結する 1945 年までの時期を、芸
術家の自己形成期として想定した。その上で、
現在ほとんど知られていない同時期のムナ
ーリの創作活動の実態について、特に彼が根
拠地としていたミラノという都市の環境と
のつながりを踏まえつつ、明らかにすること
を目的として設定した。 
研究代表者がミラノに注目したのは、ムナ
ーリが未来派運動の枠を超えた芸術的素養
を得ることができた理由として、近代イタリ
アにおける商業および出版の最大の中心地
であるこの都市で活動していたことが、大き
く影響していると想定されたからである。イ
タリアのジャーナリズム史研究は、同国の二
つの世界大戦間期において、それまで発展の
遅れていた広告業や、雑誌を中心とする情報
メディアが急速に台頭したことを指摘して

いる。イタリア最大の出版社としての地位を
この時期に確固たるものにしたモンダドー
リ社、同社から独立し文芸系出版社として台
頭していくボンピアーニ社といった出版企
業は、イラストレーションや誌面デザインの
ような仕事をムナーリに提供するとともに、
第二次世界大戦後にも続く彼の密接な人的
つながりをもたらすものであった。研究代表
者は、こうしたミラノの出版の現場にムナー
リが立ち会っていたことが、造形芸術のみに
とどまらない大戦後のムナーリの多面性に
も大きな影響を与えていると判断し、研究の
方針を定めた。 
 
３．研究の方法 
  
ムナーリ個人の資料収集にのみ特化した
アーカイヴ、特に第二次世界大戦以前の芸術
家についてのそれは存在しない。ただし戦前
のムナーリの手による図版、および文字テキ
ストの一部は、複数の研究者によって運営さ
れているムナーリの情報サイト「ＭunArt」
で公開されているため、本研究の初年度前半
においては、電子公開されているこうした史
資料を熟読した。 
そのうえで研究代表者は、平成 26 年度と
27 年度の各年度においてイタリアに渡航し、
ローマ国立図書館、フィレンツェ国立図書館、
ミラノ国立図書館および市立図書館といっ
た各地の公共図書館を訪れ、 
（１） ムナーリがイラストレーター・編集
者として参画していた各種雑誌（年
刊文芸誌『アルマナッコ・レッテラ
ーリオ・ボンピアーニ』、ユーモア漫
画誌『セッテベッロ』、女性誌『グラ
ンディ・フィルメ』、写真グラフ誌『テ
ンポ』など）、 

（２） ムナーリが図版を担当した、パンフ
レットや絵本（広告冊子『リノリウ
ム：その製造』、教育絵本『世界・空
気・水・大地』など）、 

（３） ムナーリの図版、特に漫画やイラス
トレーションとの比較が可能な、他
の作家のイメージが掲載されている
同時代雑誌（ユーモア漫画誌『ベル
トルド』『マルカウレリオ』）など、 

を中心に閲覧し、1930－40 年代の芸術家の
手による図像や記事の多くのデータを資料
として収集した。 
それと合わせて研究代表者は、研究対象が
約 10 年にわたって未来派運動に参加してい
た事実から、現在イタリアの国内外に存在す
る未来派芸術家の、複数のアーカイヴに所蔵
されている各種書簡も、重要な同時代史料と
して調査の対象とした。中でも、トレント・
ロヴェレート近現代美術館付属 20 世紀アー
カイヴに所蔵されている芸術家の史料の文
庫のうち、陶器作家トゥリオ・ダルビソラや
画家・彫刻家タイヤートの文庫からは、彼ら
とムナーリが未来派の同志として通信を交



わしていた形跡を確認した。 
また同時期には、別個に取得していた日本
学術振興会特別研究員奨励費によって、アメ
リカのイェール大学のバイネッケ図書館に
所蔵される、未来派の指導者と運動の若手芸
術家との間で取り交わされた書簡を保管す
る「マリネッティ・ペーパーズ」を調査し、
本研究をその成果によっても深めることが
できた。 
 
４．研究成果 
 
二年間の本研究期間中に研究代表者は、美
術史学的アプローチに基づきムナーリの美
術史的位置づけを行うこと、また彼の自己形
成期における表現上の模索を、同時代史料に
よって具体的に検証していくことを主眼と
することで、３件の雑誌論文と４件の学会発
表をものすることができた。 
初年度の調査を一通り終えた 2015 年 3 月
に発表した論文「初期ブルーノ・ムナーリ研
究の動向――Alessandro Colizziの博士論文
を中心に」（雑誌論文③）は、本研究の参照
点であるコリッツィの先駆的モノグラフの
内容紹介と検証を通じ、日本における本格的
なムナーリの美術史的研究に向けて視座を
提示したものである。これをふまえて、同年
10 月に研究代表者は、「若き日のムナーリ：
1930－1940 年代における芸術家の自己形成」、
「『ムナーリの機械』の起源：漫画文化との
関連を中心に」、「初期ブルーノ・ムナーリと
写真：『ムナーリの写真記事』を中心に」（学
会発表①‐③）といった、一連の口頭発表を
３つの学会・研究会で行った。これらの発表
では、1930 年代の芸術家が、様々なミラノの
雑誌で発表した、イラストレーション、フォ
トモンタージュ、誌面デザイン、漫画の作例
を論じつつ、それらの作品に彼の芸術的創造
の実験の形跡が現れていることを分析して
いる。またそうした成果の蓄積が、1940 年代
に入り芸術家が単独の名義で発表した一連
の著作である、30 年代末に発表された漫画に
端を発した『ムナーリの機械』（1942）や、『テ
ンポ』誌に掲載された記事を再構成した『ム
ナーリの写真記事』（1944）などに、いかに
結び付いていったかについても報告してい
る。 
また、こうした研究を補足するものとして、
直接ムナーリを主題としたものではないも
のの、彼の自己形成とも密接に関係を持って
いる、二つの大戦間期におけるイタリアの芸
術および文化の状況についての考察も生ま
れた。ムナーリの参加した「ミラノ航空展」
（1934）にも影響を与えた、前衛的芸術家を
起用した政治的展覧会で知られる「ファシス
ト革命展」の意義を扱った「ファシスト・イ
タリアの祝祭――1932 年の『ファシスト革命
展』」（雑誌論文①）や、初期未来派における
代表的芸術家であったウンベルト・ボッチョ
ーニのイメージが、彼の死後の運動内におい

てムナーリを含めた後継世代にどう受容さ
れて行ったかを論じた、「ボッチョーニの記
憶――第一次世界大戦後の未来派運動の展
開をめぐって」（学会発表④）が、それにあ
たる。 
今後の課題は、上述の口頭発表三件を論考
の形にまとめ、学術誌に掲載していくことで
ある。現在のところ、学会誌に投稿し査読を
受けているのは「『ムナーリの機械』の起源」
についての発表のみである（現在、査読者側
から再審査の要求を受け改稿作業中）。本来
の研究計画から見れば遅れも生まれている
が、この遅れは学会発表の際、会場から受け
た質問や指摘によって、自己形成期のムナー
リについて把握する上で、同時代のイタリア
の写真史や児童文学史の状況をさらに広範
に理解する必要性を痛感させられたためで
ある。「イタリア・ファシズム政権期の写真
と雑誌について」（雑誌論文②）は、『ムナー
リの写真記事』についての発表を論考化する
ための前提事項として、ムナーリもその前線
に立っていた、両大戦間期のイタリアにおけ
る写真と雑誌メディアの関係性について考
察する中で書かれたものである。速やかにす
べての発表の論考化を進め、これからの日本
におけるムナーリについての学術研究の基
盤たりうるものを提示したい。 
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